
症例 ID：001-10-OM4

乳児期の皮膚症状と服薬の難しさを経て喘息・花粉症治療を続けた小児アトピーの経過
（10 歳 小児）

症例 ID：001-10-OM4　　｜　記録日：2017 年 7 月 18 日
1. 診断・治療前経過
1 歳までに膝裏の浸出性症状と胸部の乾燥が出て、漢方入浴と煎じ薬を開始しました。
幼児期には煎じ薬を飲ませることが難しく、混ぜ方や飲ませ方を工夫しました。
2. ステロイド使用歴

項目 内容
使用内容 ステロイド使用歴は確認できません。
製品名 該当しません。
強度 該当しません。
使用期間 使用歴は確認できません。
中止時期 該当しません。
来院前／後 来院前後とも使用歴は確認できません。

3. 治療開始後の経過（リバウンドを含む）
時期 治療開始から 経過
1 歳まで 発症 膝裏の浸出性症状と胸部の乾燥がみられました。
1 歳以降 治療開始 漢方入浴と煎じ薬を開始しました。
幼児期 服薬上の困難 煎じ薬を吐くことがあり、外出まで 1〜2 時間かかる日がありま

した。
幼稚園年中頃 喘息症状 咳が出る時期に喘息用の煎じ薬を使用しました。
小学生以降 花粉症症状 春先の鼻水と鼻詰まりに対する治療を行いました。
10 歳時 経過中 季節やストレスで喘息、花粉症が出るため、少量ずつこまめに

服薬していました。
4. ピーク時期
ピークは、乳児期の膝裏の浸出性症状と幼児期に煎じ薬を飲ませることが難しく外出まで長時間を要した時期です。
5. 困りごと
・煎じ薬を飲ませるため、味や容器、飲ませるタイミングの工夫が必要でした。
・季節やストレスにより喘息と花粉症の症状が出ました。
6. 検査値・写真・画像　※治療前後の比較ではなく、経過中にみられた症状や検査値の記録として掲載しています。

経過中の検査値の推移。 経過中の検査値の推移。

経過中の検査値の推移。 経過中の検査値の推移。

経過中の検査値の推移。 経過中の検査値の推移。

症例 ID：001-10-OM4



症例 ID：001-10-OM4

経過中の検査値の推移。 経過中の検査値の推移。
7. 経過のまとめ
乳児期から治療を続け、10 歳時には喘息と花粉症の症状に合わせて煎じ薬を使用していました。
宿題の途中や 1 教科終了ごとに一口飲む方法で服薬を継続していました。

本ページは、患者さんの経過を時系列で整理したものです。
症状や経過には個人差があり、同様の経過や結果を保証するものではありません。
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